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資  料
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横浜市立大学附属市民総合医療センター

Y U SIEStlNIA  c L arlm g 活用推進プロジェクトテ
ーム

頂ル E SU M A  e L ttm 理 企画実施担 当

要  旨 : 2 0 0 8年 度 , 当 院 に お い て 開 講 した Y t― S t lM A  c L eala lllg (Y o lto h aln a C Ⅲ  U m v crSu  M Cd lc江

Ctttcr M cdlca  c L捌血噌 Systcm ) 53コ
ースの修了状況, 新たな運用上の工夫などを報告する

Key w ord針 。Lcarlllng, 受講管理システム CeaI- 8 111allage■lent systcm (LM S)), 職員教育 (star  educatloll)

はじめに
理委員) 向け, 研修医向けに確認テストのみのコースを

ほぼ毎月開講した 各コースには, 必要に応じてコース

2008年度は新たに6つのコンテンツ (電子教材) 付き  の内容個々に関するアンケートをつけた また, 原貝1と

コースを作成, 既開講コースの更新も行った アンケー  して全コースにY tM E駅加h  c Lcal― g
一般に関する

卜を含めた53コースの修了状況, 運用面で新たに開始し  アンケートをつけた 開講期間はいずれも, 新規採用者

た事項などを含め, 1年間の経過を中心に報告する    向けの一部を除いて3週間強である

対象と方法
この他, これまでの主だったコースは常時開講とし,

受講希望者は画面上から申し込みをすれば, いつでも受

これまでに本誌で報告した様に, M C 社製 c lcarning   議できるようにした

塁桑こと協亀密里里離 岳I品品星窪ほ  結  果
医事以外の委託職員にも一部のコースを開講した      表 1 および表 2 に全コースの修了状況, 表 3 に全職員

確認テス ト付きコースとして48コースが開講された  向け, 全医療職向けコースの部門別1笏了率を示した (表

(表 1 ) この他, アンケートコースが 5 コース開講され  3 ) 修了率は70% 台が多く, 全体に昨年度より高い傾

た (表 2 ) 向がみられた3)

コンテンッ付きのm 2 , 5 , 23, 24, 26, 29, 32, 45   部門別では看護部がほとんどのコースで80% 台と高

は2008年度,新規に制作した ただし,No23, 24の2 コー  く, 中央部門がこれに次いだ

スはパワーポイントを利用した簡易作成である その   また, 新採用者向けコース (No 6 ～m 16) の修了車も

他, 3 コース (No19, 36, 37) の改版を行った No 6 か  全て70% 以上と昨年度より高1寡了率であった4)

らNo16までは新採用者向けに4 ケ月開講 した その   委託業者 (医事, 窓口業務) の修了率は, 開講周知を

他, 2007年度と同様, リスクマネージャー (含む安全管  徹底したことにより, 2007年度より高くなった
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